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　被災建築物応急危険度判定と
は、地震で被災した建物について、
余震で倒壊するなどの危険性を判
定して表示を行うものです。
　国や地方公共団体、建築関係
団体などが連携し、被災地域に判
定士を派遣して判定を行います。
　大きな地震が起きると建物は少
なからずダメージを受け、倒壊は
免れていても耐震性が低下するな
どの影響を受けている可能性があ
ります。そのため、被災者がその
まま家にいていいのか、避難所に
避難した方がいいのかなどを判断
するために行います。

　こんにちは、はじめまして。私はアイザック・ハーパーです。イギリスのコーン
ウォール州のリスカードの出身です。２１歳です。
　私はプリマス大学で歴史学を専攻しました。そして、この夏に卒業したばかりで
す。大学では、小さな小学校で先生のボランティアをしたこともあります。私の趣
味はサッカーをプレーすることと観戦すること、そしてプロレスの観戦です。
　高知で英語を教えることをとても楽しみにしています。日本に来るのはこれが
初めてです。日本に来ることが私の夢でした。ここでの生活に早く慣れて、高知の
探索を楽しみたいです。四万十町に来れて本当にうれしいです。一生懸命頑張り
ます。よろしくお願いします。

　みなさん、はじめまして。私はチャールズ・マックです。チャーリーと呼んでくだ
さい。私はイギリスの地方の町の出身です。ケンブリッジ大学を卒業したばかりで
す。大学では英文学と科学を専攻しました。21歳です。私の趣味はランニングと
詩や小説を書くことです。ALTとしての仕事が私の最初の仕事になります。そし
て、日本に来るのも初めてです。高知に来れてとてもうれしいです。早く四万十町
の生活に慣れるよう頑張ります。いろいろ教えてください。そして、英語を教える
ことを楽しみにしています。一生懸命頑張ります。どうぞよろしくお願いします。

建設課　☎22-3120お問い合わせ先

　被災宅地危険度判定とは、大規
模な地震や大雨などで、宅地が大
規模かつ広範囲に被災を受けた場
合に、宅地の被害状況を迅速かつ
的確に把握したうえで危険度を判
定し、住民の皆さまに情報提供を
行うことにより、二次被害の軽減・
防止を図ろうとするものです。
　平成28年の熊本地震の際には、
本県の被災宅地危険度判定士延
べ１３５名が被災市町村（熊本市、
益城町、南阿蘇村など）を支援する
ために、現地へ派遣されました。 　なお、判定は造成された宅地について擁壁や斜面などの確認

を行うもので、り災証明に係る調査や、建築物について確認を行う
「被災建築物応急危険度判定」とは異なります。

　目的をご理解いただき、判定のための調査の際にはご協力くださ
いますようよろしくお願いします。

判定結果は３種類のステッカー（A3サイズ）を建物の
出入口などに貼り付けて表示します。

判定結果は３種類のステッカー（A3サイズ）を現地の
見えやすい場所に貼り付けて表示します。

それぞれの目的をご理解いただき、判定のための調査の際にはご協力くださいますようよろしくお願いします。

その他、地震発生後の建物に関する判定には次のようなものがあります。

（赤）

この建物に立ち入ることは
危険です

この建物に立ち入る場合は
十分に注意してください

この建物は使用可能です

（黄） （緑）

（赤）

この宅地に入ることは
危険です

この宅地に入る場合は
十分注意してください

この宅地の被災度は
小さいと考えられます

（黄） （青）

■ 住家被害認定
　「り災証明書」を発行する目的で被害程度を認定するもの
■ 被災度区分判定
　建物の復旧対策を検討する目的で応急危険度判定後に建物の
　被災度を詳細に判定するもの

被災建築物応急危険度判定

被災宅地危険度判定

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
アイザック・ハーパー

チャールズ・マック

被災建築物応急危険度判定 と 被災宅地危険度判定
ご存じですか？

ALT（外国語指導助手）からの着任挨拶新任

　クリスタ・アレキサンダーと申します。8月から四万十町国際交流員（ＣＩＲ）として働かせ
ていただくことになりました。
　出身はニュージーランドの首都ウェリントンで夫と子ども3人の５人家族です。生まれも
育ちもウェリントンですが、高校生、大学生、そして英会話の仕事で、まとめて3年ほど日本
で生活をした経験があります。
　高校2年生の時に愛媛県松山市で1年間交換留学をしていたので四国に縁があり、この
度家族と一緒に四万十町で生活する機会をいただき大変感謝しています。
　四万十町に来るまで、7年ほど助産師の仕事をしていました。子育て、仕事の合間にジム
に通っていました。
　日本の妊娠、お産、産後、子育ての文化にも興味があり、また高知県や四万十町独特の
食べ物、歴史、文化を家族でたくさん学び、週末にはいろいろ探検してみたいので、お勧め
があれば教えてください。よろしくお願いいたします。クリスタ・アレキサンダー

CIR（国際交流員）からの着任挨拶新任
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